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主
君
に
会
い
に
抜
け
出
し
た
絵
馬

主
君
に
会
い
に
抜
け
出
し
た
絵
馬

　

羽
黒
神
社
に
は
多
く
の
文
化
財
が
保
存
さ
れ

て
お
り
、
県
指
定
文
化
財
の
絵
馬
も
そ
の
一
つ

で
す
。
こ
の
絵
馬
は
、
江
戸
時
代
前
期
で
あ
る

寛
永
15
年
（
１
６
３
８
年
）
の
作
。
木
造
檜
材

に
金
箔
を
押
し
、
そ
の
中
に
彩
色
の
馬
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
水
谷
家
九
代
の
勝か

つ
む
ね宗

（
備
中
松

山
城
第
二
代
城
主
）
の
武
運
長
久
を
祈
願
し
て
、

水
谷
家
の
家
老
鶴つ

る
み見

内く
ら
の
す
け

蔵
助
忠た

だ
と
し俊

が
下
羽
黒
神

社
、
上
羽
黒
神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。

　

絵
馬
は
縦
98
㎝
、
横
１
３
０
㎝
。
奉
納
絵
馬

で
こ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
は
ま
れ
で
あ
り
、
水

谷
氏
に
関
す
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
昭
和
38
年
に
県
指
定
文
化
財
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
羽
黒
神
社
の
濱は

ま
だ田

人ひ
と
し吏

宮
司
は「
上

羽
黒
神
社
の
絵
馬
に
は
、
備
中
松
山
へ
国
替
え

と
な
っ
た
勝
宗
に
会
い
に
行
く
た
め
に
、
夜
な

夜
な
抜
け
出
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

上
羽
黒
神
社
の
絵
馬
は
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

下
羽
黒
神
社
の
絵
馬
は
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
水
谷
氏
は
、
平
安
時
代
中
期
の
豪
族
で
あ
る

藤
原
秀ひ

で
さ
と郷

の
子
孫
、
藤
原
景か

げ
よ
り頼

か
ら
出
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
に
は
結
城
四
天
王

の
一
人
と
し
て
活
躍
し
、文
明
10
年（
１
４
７
８
）

に
下
館
城
を
現
在
の
本
城
町
を
中
心
に
築
城
し

ま
し
た
。

　

羽
黒
神
社
の
由
緒
は
、
下
館
城
初
代
城
主
水

谷
勝か

つ
う
じ氏
が
領
内
の
安
全
を
願
い
、
山
形
県
出
羽

三
山
の
羽
黒
大
神
を
勧
請
し
た
こ
と
が
始
ま
り

で
す
。
城
の
鬼
門
や
風
門
に
当
た
る
箇
所
に
５

つ
の
羽
黒
神
社
を
建
立
し
、
下
羽
黒
神
社
は
そ

の
本
宮
と
し
て
、
上
羽
黒
神
社
は
災
い
が
出
入

り
す
る
方
角
で
あ
る
天
門
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
も
に
下
館
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
重
要
な

建
造
物
で
す
が
、
と
く
に
上
羽
黒
神
社
の
本
殿
・

拝
殿
の
建
立
は
様
式
手
法
か
ら
江
戸
時
代
初
期

と
さ
れ
、
当
時
を
よ
く
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
資

料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
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ま
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守
る

下
館
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ま
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を
見
守
る

羽
黒
神
社

羽
黒
神
社
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水
谷
氏
と

水
谷
氏
と

羽
黒
神
社

羽
黒
神
社

下
館
城
城
主

下
館
城
城
主

筑西の文化財

羽
黒
さ
ん
の
名
前
で
地
域
に
親
し

ま
れ
て
い
る
二
つ
の
羽
黒
神
社
。

そ
の
本
殿
な
ど
は
県
の
指
定
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
代
々
下
館
城
主

を
務
め
、
寺
社
や
町
の
整
備
な
ど
城
下
の
発
展

に
力
を
注
ぎ
、
下
館
の
礎
を
築
い
た
水み

ず
の
や谷

氏
と

深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
筑
西
の
文
化
財
で
あ
る
羽
黒
神
社

や
、
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
を
紹
介
し
ま
す
。

お

【
問
】生
涯
学
習
課（
本
庁
３
階
）☎
22
‐
０
１
８
２

絵
馬
見
学
：
羽
黒
神
社 

☎
24
‐
１
４
０
９
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